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第 2 章 軸対称形のポアッソンの方程式を解くための抵抗同路網アナログの基礎理論
本章においては，まず軸対称形のポアッソンの方程式を近似する差分方程式を，軸外の点に対してはテ
ーラ展開の仕方に応じて 2 庫類，軸 I二の点に対しては 1 種類導出し，ついでそれらの差分万程式を等価的
に表現する抵抗回路を求めて軸対称形抵抗回路網アナログの設計の基礎を与え，さらにこれらの抵抗同路
に対して二通りの物理的解釈を与えているつ
第 3 章 軸対称形のポアッソンの万程式を解くための抵抗回路網アナログの設計理論


























第 3 章 抵抗回路網アナログの電子管の問題に対する応用例












































































した結果， 1μa/v% れ度の収束形ピアス '[ι子銃では，電子流はほぼラミナ _Iji[:: を保持しており，陰極面上






第 4 章は第 2 編の結論で，本編で得た研究結果の重要なものを要約しているわ
以上述べたように著者は軸対称形のポアッソンの万程式を解くための抵抗間出制アナログおよびその也
子管問題への応用について幾多の一新しい研究成果をあげ〉電子工学の発展に寄与するところはまことに大
きい口よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
-320 ー
